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　大昔の話で，なおかつ個人的なことで大変恐縮ですが，自分
は 1984 年に当時日本ではほとんど認識されていなかった teth-
ered cord syndrome の研究をして博士論文を書き上げまして，
それ以来，このマイナーな領域に興味をもち，そのまま守備範
囲を広げて背骨の道を歩んできた医師なんです．ですから，今
回の企画はとても身近で楽しみにしていました．
　診療では，患児の外表にある色素沈着など何らかの hallmark
が先天性疾患の存在を示唆しており，そこから診断・治療を進
めていくわけですが，本特集は，その中身を可視化する画像診
断からの解説となっています．つまり，今回の堀先生の企画は
今までの切り口とは違う観点からの脊椎脊髄先天性疾患に対す
るオーガナイゼーションであり，とても有意義なものであると
感服しています．
　各論まで拝見しますと，日頃の成人を中心とした日常診療で
も遭遇するかもしれない数々の画像所見が紹介されています．
偶発的なことももちろん多々あるでしょうが，このような先天
性疾患は，医師側にとしては，鑑別診断の中で，変性疾患，感
染性疾患などと同様に大項目の 1 つとしていつも挙げねばいけ
ないものとあらためて思いました．その意味からは，先天性脊
椎脊髄疾患に興味があるか否かは別問題として，医者としての
一丁目一番地として心得ておくべき知識であると感じました．
考えてみれば，どんなに予防医学が進歩しても先天性疾患の発
生確率は大きく変わることはないと考えられていますし，周産
期医療の進歩を考えると，これをもっている新生児が減少する
とも思えません．つまり，われわれはこの疾患群に今後も立ち
向かっていかねばならないのです．
　自分の生い立ちからかもしれませんが，本特集を機会に多く
の医師が先天性疾患の診断治療に興味をもってくれることを心
より望んでいます．最後になりますが，企画を担当された堀先
生をはじめ，分担執筆をされた緒先生方にお礼申し上げます．
 （谷　　諭）
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